
苗
木
の
生
長
に
思
い
を
込
め
て

の
注
意
事
項
の
説
明
と
植
樹
指
導
を
行
い

月

日
（
土
）
、
雷
別
地
区
自
然
再

ま
し
た
。

9

14

生
事
業
地
笹
地

（
標
茶
町
雷
別
国
有
林
）

そ
の
後
、
数
班
で
植
樹
を
始
め
た
と
こ

11

で
、
「
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
広
葉
樹
の

ろ
、
参
加
者
は
苗
木
を
受
取
る
と
足
早
に

森
林
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
箇
所
へ
向
か
い
、
手
際
良
く
植
樹
が

こ
れ
は
、
札
幌
市
に
支
店
を
お
く
企
業

行
わ
れ
、
用
意
し
た
苗
木
は
あ
っ
と
い
う

が
、
こ
れ
ま
で
主
に
道
央
で
実
施
し
て
き

間
に
植
え
終
わ
り
ま
し
た
。

た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
、
雷
別
地
区

休
憩
後
は
、
保
護
管
の
組
立
て
や
被
覆

自
然
再
生
事
業
地
で
、
当
セ
ン
タ
ー
と
協

等
を
行
い
、
参
加
者
の
見
事
な
連
携
で
、

働
し
た
自
然
再
生
の
取
組
み
で
、
今
年
度

こ
れ
ら
の
作
業
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

で

回
目
と
な
り
ま
す
。

り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

3当
日
は

名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、

よ
り
早
く
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

35

笹
地

に
ハ
ル
ニ
レ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ミ
ズ

参
加
者
か
ら
は
、
昨
年
植
栽
し
た
苗
木

11

ナ
ラ
（
計

本
）
の
植
樹
と
併
せ
て
、
植

の
生
長
を
目
の
当
た
り
に
し
て
「

年
・

200

10

栽
木
を
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
の
食
害
か
ら
保

年
後
の
苗
木
の
生
長
が
楽
し
み
で
す
。
」

20

護
す
る
た
め
、
保
護
管
（
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

や
「

年
で
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
の
で

広
大
な
カ
ラ
マ
ツ
林
に
感
動
！

1

タ
ー
）
で
被
覆
し
ま
し
た
。

す
ね
。」
ま
た
、「
来
年
も
こ
こ
に
来
て
木

月

日
（
金
）
、
京
都
大
学
、
北
海

9

13

ま
ず
始
め
に
、
開
会
式
を
行
っ
た
後
、

を
植
え
た
い
。
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し

道
大
学
及
び
琉
球
大
学
の
学
生
が
、
厚
岸

当
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
作
業
に
当
た
っ
て

た
。

町
と
標
茶
町
に
広
が
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
国
有
林
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
京
都
大
学
と
北
海
道
大
学
が
、

北
海
道
研
究
林
標
茶
区
（
京
都
大
学
）
及

び
厚
岸
臨
海
実
験
所
（
北
海
道
大
学
）
を

拠
点
と
し
て
、
上
流
の
森
林
と
厚
岸
湖
・

厚
岸
湾
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
別

寒
辺
牛
川
を
対
象
と
し
て
、
森
林
植
生
・

水
生
生
物
・
土
壌
・
堆
積
物
等
に
係
る
実

習
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
訪

れ
た
も
の
で
す
。

▽質問する様子

▽植樹する様子

▽保護管を被覆する様子

▽参加者の集合写真
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ま
ず
始
め
に
研

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
出
来
上
が
っ

修
棟
で
、
当
セ
ン

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
駅
前
の
南
通
り
商

た
作
品
は
、
端
材
を
沢
山
使
っ
た
大
き
な

タ
ー
の
活
動
内
容

店
街
の
通
り
を
開
放
し
て
行
わ
れ
る
も
の

作
品
や
木
の
輪
切
り
に
か
わ
い
ら
し
い
顔

を
説
明
し
た
後
、

で
、
地
元
住
民
に
よ
る
露
天
や
フ
リ
ー
マ

を
描
い
た
作
品
等
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ケ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
の
懐
か

が
キ
ラ
リ
と
光
る
作
品
が
沢
山
あ
り
ま
し

レ
ス
ト
造
成
時
の

し
い
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
さ
ら
に
、
今
年
で

た
。
ま
た
、
羊
を
作
る
子
ど
も
も
い
て
、

様
子
を
記
録
し
た

周
年
を
迎
え
る
郷
土
芸
能
「
駒
踊
り
」

身
近
に
羊
牧
場
が
あ
る
白
糠
町
ら
し
さ
を

100

を
学
生
の

の
披
露
等
、多
様
な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

感
じ
ら
れ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

D
V
D

皆
さ
ん
に
視
聴
し

当
セ
ン
タ
ー
は
、
白
糠
町
緑
化
推
進
委

当
日
は
時
折
、
霧
雨
の
降
る
あ
い
に
く

て
も
ら
っ
た
と
こ

員
会
の
木
育
の
取
組
み
と
連
携
し
、

日

の
天
気
で
し
た
が
、
親
子
が
一
緒
に
木
工

8

ろ
、
造
成
に
係
る

（
日
）
に
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
輪
切
り
、
ア

ク
ラ
フ
ト
に
取
組
む
姿
も
見
ら
れ
る
等
、

様
々
な
質
問
が
あ

イ
ス
の
棒
等
で
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

当
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
皆
さ
ん

り
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

の
笑
顔
が
印
象
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し

機
械
庫
を
見
学

子
ど
も
た
ち
に
、
思
い
思
い
の
作
品
を

た
。

し
た
後
、
望
楼
へ

移
動
し
カ
ラ
マ
ツ

造
林
地
を
眺
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
双

眼
鏡
を
の
ぞ
い
て
い
る
学
生
か
ら
「
国
後

島
が
見
え
た
！
」
と
い
う
声
が
あ
が
る
程

の
視
界
良
好
の
秋
晴
れ
で
、
学
生
の
皆
さ

ん
は
望
楼
か
ら
眺
望
す
る
、
広
大
な
森
林

の
風
景
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で
「
ま
た
、

見
に
来
た
い
で
す
。
」
等
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
個
性
が
キ
ラ
リ

月

･

日
（
土･

日
）
の

日
間
、

9

7
8

2

白
糠
町
の
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
、
第

回
27

「
し
ら
ぬ
か
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
が

▽機械庫を見学する様子▽望楼から眺望する様子

▽会場の様子

▽木工クラフト作りの様子
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